






















900 年前後から 1040 年前後：西谷地晴美
1080 年前後から 1180 年前後：水野章二
1280 年前後から 1390 年前後：田村憲美・高木徳郎












































































































































‘Climatic change during historical times in Japan 
-Reconstruction from climatic hazard records-’Ikuo 
MAEJIMA and Yoshio TAGAMI （Geographical 








谷地晴美（奈良女子大学教授）から 10 ～ 11 世紀の
気候変動に関する史料の調査報告があった。特に降
水量の復元データにおける長周期の現れ方と、史料
との比較の方法について活発な議論が行なわれた。
そのほかに、河角龍典（立命館大学教授）から、
考古地質情報をもとに GISを用いて桂川流域の氾濫
原を中心とした地形起伏の変化を時系列的に解明、
気候変動との関係を明らかにした後、この情報と考
古遺跡地図とを相互に参照して、生活の場の時系列
的な変遷を明らかにするとの申し出があった。
また、新しいメンバーとして土山祐之（早稲田大
学博士課程）を招聘することとした。
○第３回グループ会議
2015 年２月７日（土）　総合地球環境学研究所
中塚　武：プロジェクト全体の現状と来年の展望
土山祐之： 能登・岩井川用水と気候変動の研究の
現状
田村憲美： 気象災害と食料輸送の季節性について
の報告
伊藤啓介： 藤木年表校正前データを利用した、災
害史料の時空間分布作業の現状
全体討論
まず中塚　武（地球研教授）からプロジェクト全
体の現状と来年の展望について説明があった後、今
－ 22 －
気候適応史プロジェクト成果報告書 1
回からメンバーに加わった土山祐之（早稲田大学博
士課程）から、現在研究中の能登・岩井川用水（現
在の奈良市・大和郡山市）を利用する荘園群の紹介
と、用水慣行に関する研究の現状について発表があっ
た。
つぎに田村憲美（別府大学教授）から、気候変動
が社会の生産関係にあたえるインパクトについて、
文安２年（1445）に現在の兵庫県に存在していた関
を通過する荷物の記録からわかる麦の生産と流通の
重要性を通じて、米の生産・イネの成長との関連だ
けでなくより広範な生産物について考える必要が指
摘された。そして伊藤啓介（地球研プロジェクト研
究員）から、藤木久志編『日本中世気象災害史年表
稿』（高志書院、2007 年）のデータから中世における
災害史料の時間・空間的な分布をグラフ化して分析
する作業の現状について報告があった。史料が極端
に減少する 11 世紀前後を除き、史料の時間的な分布
が古気候復元の結果と相関が高いことが明らかに
なった。
